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令和８年度 第１回熊本大学武夫原会理事会議事概要 

 

１． 日  時  令和８年６月２７日（土） １５：００～１６：１０ 

２． 場  所  メルパルク熊本 金峰 

３． 出席委員 

   会 長  深町公信（昭 57法） 

副会長  徳永隆裕（昭 50法）、野口健一郎（昭 57文） 

常任理事 神崎芳郎（昭 40法）、福本哲也（昭 60法）、磯田淳（昭和 58法）、 

澁谷洋平（平 11法）、坂田二郎（平 1法）、馬場純二（昭 60文）、 

有働征洋（平成 5法） 

理 事  白橋大信（昭和 50法）、森 正人（昭 46文）、坂本光陽（平 3 文）、 

坂井欣典（平 12文）、田崎龍一（昭 52法）、山田千鶴（平 5法）、 

増田直哉（平 8法）、野口恭子（昭 57文）、井口英樹（昭 63法） 

   監 事  岸本清一（昭 51法）、荒川浩二（昭 59法） 

   顧 問  橋本春男（昭和 48文）、村田信一（昭 48法） 

 

３．議  題 

（１）第１号議案 令和７年度事業報告案について 

    令和７年度事業報告案について、資料に基づき審議した結果、特に異議はなく、提案

のとおり承認されました。 

 

（２）第２号議案 令和７年度一般会計及び特別会計決算案について 

    令和７年度一般会計及び５０周年基金特別会計に係る決算案について、資料に基づき

審議した結果、特に異議はなく、提案のとおり承認されました。 

 

（３）第３号議案 令和８年度事業計画案について 

    令和８年度事業計画案について、資料に基づき審議した結果、特に異議はなく、提案

のとおり承認されました。なお、今年度の卒業生表彰の推薦は関西武夫原会に依頼する

ことが確認されました。 

    また、武夫原会の予算確保の観点から、各種事業の見直し等について、今後、三役会

を中心に議論していくことが確認されました。 

     

（４）第４号議案 令和８年度一般会計及び特別会計予算案について 

令和８年度一般会計及び５０周年基金特別会計に係る予算案について、資料に基づき

審議した結果、特に異議はなく、提案のとおり承認されました。 

 

（５）第５号議案 役員選任案について 

    令和８年度役員・理事の選任案について、資料に基づき審議した結果、一部地域武夫

原会から選出の理事を修正することで承認されました。 
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資料 

○第１号議案 令和７年度事業報告案        （資料 P1～P4） 

○第２号議案 令和７年度一般会計及び特別会計決算案（資料 P5～P6） 

○第３号議案 令和８年度事業計画案        （資料 P7～P8） 

○第４号議案 令和８年度一般会計及び特別会計予算案（資料 P9～P10） 

○第５号議案 役員選任案             （資料 P11） 

 

以 上  



令和８年度 第１回熊本大学武夫原会理事会 次第 
 

 

日 時 ： 令和 8年６月２７日（土） １５：００～ 

 

場 所 ： メルパルク熊本 2階 金峰 

 

議 題 

  第１号議案 令和 7年度事業報告案        （資料 P1～P4） 

第２号議案 令和７年度一般会計及び特別会計決算案（資料 P5～P6） 

第３号議案 令和 8年度事業計画案        （資料 P7～P8） 

第４号議案 令和 8年度一般会計及び特別会計予算案（資料 P9～P10） 

第５号議案 役員選任案             （資料 P11） 

    

報 告 

その他 

 

配布資料 

○熊本大学武夫原会令和 7年度事業報告（案）ほか 
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 第１号議案        熊本大学武夫原会令和７年度事業報告（案） 

令和８年 月  日  

＜令和７年度活動基本方針＞ 

Ⅰ．大学（学部）連携・支援強化  

Ⅱ．同窓会活動の活性化  

Ⅲ．効率的かつ開かれた事務局づくり 

 

【Ⅰ．大学（学部）連携・支援強化に係る事業】 

（一般会計） 

○ 文学部・法学部との支援・連携  

①寄附講義 

   ・同窓会会員講師による特別講義の実施（予算額：１５万円（県外講師の旅費支援）） 

     ・実施期間：令和７年度後期、６コマ（１０月１日～１月１４日） 

    ・講師：別紙１参照  

    ・支出経費：９３，３８０円 

②学部充実費 （予算額：２０万円） 

・各部局からの要請に応じ、次の事業に支援した。 

・文学部：学生の教育・研究のための消耗品等の購入 

・法学部：新入生歓迎行事等、学生の親睦に要する費用の一部として活用 

・社文教：社文教紀要製作費の一部に充当 

・支出経費：２１０，０００円（各部局へ７０，０００円） 

 

（５０周年記念基金特別会計） 

○ 武夫原会チャレンジ事業の支援 （予算額：９０万円） 

  ・５０周年基金による文学部、法学部及び大学院社会文化科学教育部の学生が行う主体的、挑戦的な取

組みに対し次の４件に支援を行った。 

   ①多文化主義を政府単位で主導するカナダとメキシコ調査 

   ②もしもしこちらクマホ：誰一人取り残さないために災害ボランティアを派遣し隊 

   ③フランスに学ぶ公共交通 

   ④由布院の資料整理事業 

   ・支出経費：８６５，０１７円 

 

（武夫原教育・研究支援基金募集） 

 ○ 「武夫原教育・研究支援基金（平成３０年度創設）」の募集を継続し、文学部・法学部・社文教の学生の教

育・研究を引き続き支援するため、会報に同事業の納付書を同封し、送付した。 

   ・支出経費：「振替用紙」印刷経費は、次項の「会報印刷等」に含む。 

   【参考：寄付総額 ６６５，０００円（５７名）】 

 

【Ⅱ．同窓会活動の活性化に係る事業】 

（一般会計） 

１．会報の発行 

会報印刷等 （予算額：２，０５７，０００円（印刷及び発送経費）） 

発送料のアップなど費用の増加が見込まれるため、熊本大学新聞社に業務委託を行い、来年度から

は原則ウエブ上での閲覧にすることとした。会報第３４号は令和８年３月末に１３，１００部発行。 
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   ・支出経費：２，１１４，１７１円（委託費５０，０００円を含む。） 

 

２．地域武夫原会との連携強化 

①総会開催に係る経費の支援（予算額：４０万円） 

名簿管理の重要な情報収集の機会である地域武夫原会総会開催に伴う作業をプリンティングサービ

スに依頼して行う場合は、費用（発送、回収、集計など）の一部を予算の範囲内で支援する。 

令和７年度は、関西武夫原会、東京武夫原会、福岡武夫原会及び鹿児島武夫原会に次のとおり支援

を行った。 

     ・支出経費：３５８，９８２円（関西１０７，６０４円、東京１４２，９４３円、福岡２４，８１３円、鹿児島８３，６２２

円） 

      

   ②地域武夫原会活動の活性化支援（予算額：５０万円） 

      各地域武夫原会の活動の支援を目的に、関西武夫原会、東京武夫原会及び鹿児島武夫原会に会

場、機器等の借り上げに係る経費の一部の支援を行った。 

     ・支出経費：４０３，４８６円（関西１５９，７２０円、東京１５９，６０１円、鹿児島８４，１６５円） 

 

３．名簿管理システムの充実と活用（昨年度と同額） 

名簿管理システム管理・運用費（予算額：２２万円） 

・支出経費：２１７，９１０円 

 

４．理事会・役員会・委員会活動の活性化（予算額：２０万円、旅費、会場借料） 

     ・理事会 令和７年６月２８日 

     ・三役会 第１回 令和７年５月２９日、第２回 令和７年７月２８日、第３回 令和７年１１月１７日、 

           第４回 令和８年３月２３日 

      ・支出経費：２０６，０００円（旅費２０４，０００円、会場使用料２，０００円） 

 

５．卒業生表彰 

卒業生表彰に関する人選と経費負担 （予算額：２０万円（旅費、記念品代）） 

・支出経費：０円（武夫原会からの推薦なしのため） 

 

６．地域武夫原会交流事業 （予算額：２０万円） 

地域武夫原会総会に熊大武夫原会及び他の地域武夫原会等から出席するなど、同窓会の交流等に

必要な旅費の一部を支援（ただし、地域武夫原会からの案内による場合のみとし、かつ、代表者１名の

み）するものであり、次のとおり支援を行った。 

    ・支出経費：１５７，３３０円 

      関西武夫原会： 深町会長３３，１６５円、神崎東京武夫原会会長１５，０００円 

      東京武夫原会： 深町会長６０，０００円、小西関西武夫原会副会長１５，１６５円 

      福岡武夫原会： 深町会長１４，０００円 

      鹿児島武夫原会： 深町会長２０，０００円 

 

７．ホームページの管理・運用（予算額：１４５，２００円） 

昨年度に引き続き、管理・運用に係る費用を支出した。 

・支出経費：１４５，２００円（管理費（税込）：１２，１００円×１２か月分） 

 

８．現役学生への会費納入案内の強化（会費納入率の向上）（収入見込み額：３０８万円） 

・新入生への入学案内等送付時に同封している武夫原会入会案内の改善 

   →入会案内用パンフレットの追加制作（予算額：１２万円） 
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    ・支出経費：６９，３００円 

・入部式での説明強化 

・在学生に対する、武夫原会活動のアピール強化（寄附講義） 

・５０周年基金による在学生への武夫原会チャレンジ事業を通じた説明強化 

・未納入者への年度途中での再呼び掛け（督促） 

・会費収入額：１，１９２，５２８円（８６人分：対前年比１２０人、約１６５万円の減少） 

 

【Ⅲ．効率的かつ開かれた事務局づくり】 

（一般会計） 

○ 武夫原サロンの活性化および事務局運営の効率化 

   ・事務局人件費 （予算額：２００万円） 

    ・支出経費：１，８４３，４７７円 

・事務雑費（消耗品、郵送料等） （予算額：１０万円） 

 ・支出経費：６６，０２５円 

  



- 4 - 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（別紙１）

※毎水曜日　時間は、いずれも４限目（1４:40～16:10）

講義日 講師氏名 講師所属等 推薦者

2025年10月1日 樋口　賢吏 Rapidus株式会社　法務・コンプライアンス部 東京武夫原会

2025年10月15日 小西　博美 ニッタ株式会社　コーポレートセンター総務CSRグループ 関西武夫原会

2025年10月22日 柳田　一郎 社会福祉法人ショコラ　かごしまショコラ保育園 鹿児島武夫原会

2025年10月29日 黒木　麻湖 株式会社肥後銀行　経営企画部 熊本武夫原会

2026年1月13日 西　景朗 株式会社肥後銀行　京塚支店　支店長代理 熊本武夫原会

2026年1月14日 寺本　早苗 宝塚市市議会議員 関西武夫原会

令和7年度　武夫原会寄附講義（授業科目名：特殊講義「法学部生のキャリアデザイン」）
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 第３号議案        熊本大学武夫原会令和 8年度事業計画（案） 

令和 8年 月  日  

＜令和 8年度活動基本方針＞ 

Ⅰ．大学（学部）連携・支援強化  

Ⅱ．同窓会活動の活性化  

Ⅲ．効率的かつ開かれた事務局づくり 
 

【Ⅰ．大学（学部）連携・支援強化に係る事業】 

（一般会計） 

○ 文学部・法学部との支援・連携  

①寄附講義 

   ・同窓会会員講師による特別講義の実施（予算額：15万円（県外講師の旅費支援）） 

令和 8年度後期、6 コマ（90分／１コマ） 

②学部充実費 （予算額：２０万円）（例年どおり） 

・文学部、法学部、社文教の要請に応じ支援 

 

（５０周年記念基金特別会計） 

○ 武夫原会チャレンジ事業の支援 

  ・５０周年基金による文学部、法学部及び大学院社会文化科学教育部の学生が行う主体的、挑戦的な取

組みに対し支援を行う。 

  （５０周年基金特別会計 予算額:９０万円） 

 

（武夫原教育・研究支援基金募集） 

 ○ 「武夫原教育・研究支援基金（平成３０年度創設）」の募集を継続し、文学部・法学部・社文教の学生の教

育・研究を引き続き支援するため、会報に同事業の納付書を同封し、送付する。 

 

【Ⅱ．同窓会活動の活性化に係る事業】 

（一般会計） 

１．会報の発行 

会報印刷等 （予算額：２５０,０００円（印刷及び発送経費）） 

熊本大学新聞社の活用、さらにはウエブ閲覧を推進し、郵送は最低限必要な部数とする。 

 

２．地域武夫原会との連携強化 

①総会開催に係る経費の支援（昨年度と同額） 

名簿管理の重要な情報収集の機会である地域武夫原会総会開催に伴う作業をプリンティングサービ

スに依頼して行う場合は、費用（発送、回収、集計など）の一部を予算の範囲内で支援する。また、諸般

の事情により総会を中止する場合の連絡等についても同様の措置を行う。 

     （一般会計 予算額：４０万円） 

   ②地域武夫原会活動の活性化支援（昨年度と同額） 

      各地域武夫原会の活動の支援を目的とした費用を計上する。具体的には、地域武夫原会の会合を開

催するための会場、機器等の借り上げに係る経費の一部を予算の範囲内で負担する。 

     （一般会計 予算額：５０万円）  
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３．名簿管理システムの充実と活用（昨年度と同額） 

名簿管理システム管理・運用費（予算額：２２万円） 

 

４．理事会・役員会・委員会活動の活性化（予算額：２０万円、旅費、会場借料） 

対面による開催とするが、Wｅｂでの参加も推進する。 

 

５．卒業生表彰 

卒業生表彰に関する人選と経費負担 （予算額：２０万円（旅費、記念品代）） 

 

６．地域武夫原会交流事業 （予算額：２０万円） 

地域武夫原会総会に熊大武夫原会及び他の地域武夫原会等から出席するなど、同窓会の交流等に

必要な旅費の一部を支援（ただし、地域武夫原会からの案内による場合のみとし、かつ、代表者１名の

み）。 

 

７．ホームページの管理・運用（昨年度と同額） 

ホームページ管理業者による管理・運用に係る費用を予算計上する。 

（予算額：１４５，２００円（管理費（税込）：１２，１００円×１２か月分）） 

 

８．現役学生への会費納入案内の強化（会費納入率の向上） 

武夫原会費納入率の向上のための様々な施策を実施する。現役学生の意見等を積極的に活用し、効

果的な実施策を策定・実施する。 

・新入生への入学案内等送付時に同封している武夫原会入会案内の改善 

   →入会案内用パンフレットの追加制作（予算額：1２万円） 

・入部式での説明強化 

・在学生に対する、武夫原会活動のアピール強化（講演会、寄附講義） 

・５０周年基金による在学生への武夫原会チャレンジ事業を通じた説明強化 

・未納入者への年度途中での再呼び掛け（督促）：振興会と協力した督促状送付など。 

・会費収入見込み額：１２６万円（９０人分、前年度実績相当を見込む） 

 

【Ⅲ．効率的かつ開かれた事務局づくり】 

（一般会計） 

○ 武夫原サロンの活性化および事務局運営の効率化 

   ・事務局人件費 （予算額：２００万円） 

・事務雑費（消耗品、郵送料等） （予算額：１０万円：昨年度と同額） 



- 9 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第４号議案

熊本大学武夫原会一般会計　令和8年度予算案

（収入の部） （支出の部）

事項 収入予算額 備考 令和7年度決算額 事項 支出予算額 備考 令和7年度決算額

前年度繰越金 3,534,170 7,598,645 熊本大学新聞社への業務委託費 50,000 50,000

1,192,528 会報等印刷代等 200,000 952,294

（86名分） （内訳）

寄附金収入 0 0

人件費分担金収入 600,000
法学部振興会・文学会
より給与分担金として

600,000

雑収入（利息） 0 28,258

会報郵送料 925,980

（内訳）

消費税（10%）・振込手数料 185,897

（会報関係小計） 250,000 2,114,171

地域武夫原会総会開催支援 400,000 プリンティングサービス 358,982

地域武夫原会活動活性化支援 500,000 403,486

（地域武夫原会連携強化関係小計） 900,000 762,468

名簿管理システム管理・運用費 220,000 プリンティングサービス 217,910

（名簿管理システム関係小計） 220,000 217,910

寄附講義 150,000 93,380

学部充実費 200,000 210,000

会議費等 200,000 会場貸借料 206,000

卒業生表彰に関する経費 200,000 記念品代、旅費 0

旅費補助 200,000 地域同窓会との交流に係る旅費 157,330

ホームページ管理・運用費 145,200 12,100/月 145,200

入会案内用パンフレット等制作費 120,000 パンフレット等印刷費 69,300

大同窓会開催経費 0 0

人件費等 2,000,000 事務職員給与 1,843,477

合計 5,394,170 9,419,431 事務雑費 100,000 消耗品等 66,025

（その他小計） 3,315,200 2,790,712

支出合計 4,685,200 5,885,261

次年度繰越金 708,970 3,534,170

合計 5,394,170 9,419,431

会費（見込） 1,260,000 14,000円×90人分
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熊本大学武夫原会５０周年基金特別会計　令和8年度予算案

（収入の部） （支出の部）

事項 収入予算額 備考 令和7年度決算額 事項 支出予算額 備考（支払先） 令和7年度決算額

前年度繰越金 23,221,722 24,060,136 武夫原会チャレンジ事業 900,000 文学部・法学部・社会文化科学教育部 865,017

令和7年度納入見込額 0 50周年基金終了のため 0

利息 0 26,603

予備費 22,321,722 次年度繰越見込み 23,221,722

合計 23,221,722 24,086,739 合計 23,221,722 24,086,739



役職 担当 氏名 卒年、回 学部 所属等

1 会⾧ 会⾧ 深町 公信 昭和57年、30回 法科 熊本大学名誉教授

1 副会⾧

総務関係

地域間連携事業

会員名簿管理

徳永 隆裕 昭和50年、23回 法科 熊本武夫原会会⾧

2 副会⾧ 広報事業 野口 健一郎 昭和57年、30回 文科 元熊本日日新聞社

1 常任理事 神崎 芳郎 昭和40年、13回 法科 東京武夫原会会⾧

2 常任理事

総務関係

地域間連携事業

会員名簿管理

福本 哲也 昭和60年、33回 法学部 熊本武夫原会事務局⾧

3 常任理事 広報事業 磯田  淳 昭和58年、31回 法科 くまもとＤＭＣ取締役会⾧

4 常任理事 学部連携事業 澁谷 洋平 平11年、47回 法学部 熊本大学大学院人文社会科学研究部（法学系）教授

5 常任理事 学部連携事業 坂田 二郎 平成1年、37回 法学部 株式会社肥後銀行 取締役監査等委員

6 常任理事 馬場 純二 昭和60年、33回 文学部 学校法人 開新学園 開新高等学校学校⾧

7 常任理事

総務関係

地域間連携事業

会員名簿管理

有働 征洋 平成5年、41回 法学部 熊本大学生命科学先端研究事務課⾧

1 理事 田尻 弘明 昭和45年、18回 法科 名古屋武夫原会会⾧

2 理事 園川 隆秀 昭和55年、28回 法科 関西武夫原会会⾧

3 理事 平峯 克郎 昭和61年、34回 法科 福岡武夫原会会⾧

4 理事 佐野 詔藏 昭和58年、31回 法科 宮﨑武夫原会会⾧

5 理事 柳田 一郎 昭和52年、25回 法科 鹿児島武夫原会会⾧

6 理事 森  正人 昭和46年、19回 文科 熊本大学名誉教授

7 理事 安田 公寛 昭和48年、21回 文科 社会福祉法人さくら保育園(元天草市⾧)

8 理事 三澤  純 昭和62年、35回 文学部 熊本大学大学院人文社会科学研究部（文学系）教授

9 理事 坂本 光陽 平成3年、39回 文学部 ㈱CSプランニング代表取締役社⾧

10 理事 坂井 欣典 平成12年、48回 文学部 税法）東京会計グループ・税理士

11 理事 安田 宏正 昭和42年、15回 法科 熊本大学名誉フェロー

12 理事 吉本 英俊 昭和45年、18回 法科 司法書士

13 理事 西島 喜義 昭和50年、23回 法科 熊本市シルバー人材センター理事⾧

14 理事 田崎 龍一 昭和52年、25回 法科 九州看護福祉大学理事⾧

15 理事 林田  達 昭和58年、31回 法学部 九州会計サービス代表取締役

16 理事 宮本 成雄 昭和59年、32回 法学部 元熊本銀行

17 理事 府高 隆 平成1年、37回 法学部 熊本県知事公室⾧

18 理事 山田 千鶴 平成5年、41回 法学部 熊本高等専門学校学務課課⾧補佐

19 理事 増田 直哉 平成8年、44回 法学部 株式会社肥後銀行

20 理事 河嵜 陽一郎 平成2年、38回 法学部 熊本県上益城地域振興局農林部副部⾧

21 理事 西川 毅 昭和60年、33回 法学部 九州ルーテル学院大学事務部⾧

22 理事 野口 恭子 昭和57年、30回 文科 元熊本市役所

23 理事 井口 英樹 昭和63年、36回 法学部 元熊本大学

1 監事 岸本 清一 昭和51年、24回 法科 岩下兄弟株式会社 監査役

2 監事 荒川 浩二 昭和59年、32回 法学部 株式会社百花園 会⾧

【顧問】

1 顧問 橋本 春男 昭和48年、21回 文科

2 顧問 村田 信一 昭和48年、21回 法科

令和８年度熊本大学武夫原会役員・理事名簿（案）

（任期：令和８年６月２７日～令和９年７月１６日）
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